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改版履歴
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日付 シート 改版内容 備考

2021/07/08 全体 新規作成

2021/07/21 9 コントロールボックス内の基板配置を追記

2021/09/10 9-12 結線例、機器設置例追記

2022/11/21 13 リーダ設置例を追記

2022/11/30 14 注意事項：自動ドアセンサー連動について追記

2023/05/19 10 「 D-0(DAT)、 D-1(CLK)、それぞれに 1KΩの抵抗
を追加下さい」を追記

2024/03/12 はじめに

注意事項

・ TOBIRAのコントロールボックスとテンキー
リーダ接続用  CPEV0.9-5Pについて記載
・ EV各階制御について追記

2025/02/15 16 認証操作時の振る舞いについてを追加

2025/09/18 17以降 EV制御について再構成

2026/06/01 電気錠制御盤(BAN-DS1)との接続方法を追記
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『 TOBIRA 』とは？
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RemoteLOCK クラウド

「 TOBIRA 」は既設の電気錠や自動扉に  です。後付けできる 「クラウド型入退室管理システム」

Web ブラウザベースの

入退室管理システム

人も施設も

一括クラウド管理

多数の入室者、多数のドア

いつでも WEB 管理。

今ある電気錠や自動扉に

後付けで導入

既設のドアやゲートを
手軽にクラウド管理化。

テンキーや 2次元コードなど

多様な認証方法

用途や運用に合わせた
最適な認証方法が選べる。

APIでシステム拡張も

自由自在

自社の業務システムや
外部サービスと連動可能。

➀ クラウド管理 ➃ 後付け導入➂ 柔軟運用➁ 拡張性

１ F エントランスへの導入
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はじめに
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● 本資料の位置づけ
本資料はTOBIRAのコントロールボックスのセットと設置および結線について説明する
ものです。

● 参照資料
詳細は右資料を参照ください。 LP1501 インストレーションマニュアル
電気錠、自動ドアシステム側については、その設定資料を参照下さい。
EV各階制御では、 LP1501 に加えて MR16OUT -S3が必要になります。
詳細はMR16OUT マニュアル をご覧ください。

● 使用ケーブル
○ TOBIRAのコントロールボックスとテンキーリーダ接続用

CPEV0.9-5P(EV制御は必須。 CPEV0.65 -5Pでも可能 ) (Φ22PF) 
 https://www.denzaido.com/page/43586/

○ TOBIRAのコントロールボックスと電気錠制御盤の接続用
AE0.9 -4C (Φ22PF) https://www.denzaido.com/page/19197/

● 抵抗
○ 1KΩ： D0、 D1それぞれに繋げます。詳細はシート 10を参照下さい。

その他資材は適宜ご準備ください。

https://www.mercury-security.com/wp-content/uploads/2023/11/plt-05243-a2-hid-mercury-lp1501-controller-installation-and-specifications.pdf
https://www.mercury-security.com/wp-content/uploads/2023/11/plt-05243-a2-hid-mercury-lp1501-controller-installation-and-specifications.pdf
https://www.mercury-security.com/wp-content/uploads/2026/02/PLT-05251-A.4-Mercury-MR16out-S3-Processor-Installation-and-Specifications.pdf
https://www.mercury-security.com/wp-content/uploads/2026/02/PLT-05251-A.4-Mercury-MR16out-S3-Processor-Installation-and-Specifications.pdf
https://www.denzaido.com/page/43586/
https://www.denzaido.com/page/19197/
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TOBIRA システム構成
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AC100V

電気錠
制御盤

ルーター

電気錠・電磁錠
(美和ロック、ゴールなど )

コントロール
ボックス

※電気錠の写真はイメージです
※設置方法については別途打ち合わせが必要です

TOBIRA 基板

認証リーダー

■認証リーダー TOBIRA
認証した情報が管理システム上で有効な情報かどうかを判定

■TOBIRA 電気錠制御盤
管理システム上で有効な情報である場合、解錠の信号を出す

管理システム

LANケーブル
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TOBIRA 屋外ゲートへの導入例
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認証リーダー

コントロールボックス
(TOBIRA基板を格納 )

電気錠

・電源
・有線 LAN

弊社が運営・管理するテニスコートでは TOBIRAを利用したアクセス管理を行っています。
配線は建屋からコントロールボックスまで地中配線で敷設しています。
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機器一式
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■TOBIRA 基板

■認証リーダー

or

テンキー  / カードテンキー  / カード  /2次元コード

■電気錠・電磁錠が
設置された扉

ご提供機器 設置物件にてご準備が必要な機器・設備

or

■自動扉

※電気錠が設置されていない扉の場合は電気錠も含めたご提案が可能です
※上記以外の場所への設置はご相談ください

■ルーター（インターネット回線）

■AC電源100V

■コントロールボックス

※写真はイメージです

■その他工事雑材・副資材

そのほかの要件や配線については次ページをご確認ください

※認証リーダーは上記以外にご選択いただくことも可能です
※リーダーのデザインは予告なく変更となる場合があります

テンキー /カード： https://www.acxhk.com/k -series
※ICカードは FeliCa カードもしくは EMカードのどちらかです

https://www.acxhk.com/x -series

https://www.acxhk.com/k-series
https://www.acxhk.com/k-series
https://www.acxhk.com/k-series
https://www.acxhk.com/x-series
https://www.acxhk.com/x-series
https://www.acxhk.com/x-series
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TOBIRA の導入確認事項
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さが

TOBIRA設置に必要な配線を お客様(電気設備業者)側にてご準備いただく必要がございます。
以下、電気錠制御盤（または自動扉エンジン）と配線について、 お客様(電気設備業者)側にてご提供可能なことをご確認く
ださい。

■電気錠・電磁錠 制御盤（または自動扉エンジン）  
外部接点があること（ TOBIRA 基板と接続します）

■工事区分(お客様(電気設備業者と弊社施工パートナー
1. 電気錠からコントロールボックスまでの 配管および配線

■ コントロールボックスの取り付け、配線の基盤への接続
2. コントロールボックス設置場所へ 100V電源及びLANケーブル (インターネット接続 )の配線

■ 電源接続、 LANケーブル接続、 TOBIRAの設定
3. コントロールボックスから新たに設置するテンキーへ の配管および配線

■ コントロールボックスと配線の結線、テンキーと配線の結線

100V 電源

電気錠・電磁錠 制御盤
（または自動扉

エンジン ）

→ 接点が必要

TOBIRA 基板

認証リーダー

配線
チェック 1

配線
チェック 3

配線
チェック 2

LANケーブル

コントロールボックス
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テンキーリーダーと ACS基板の接続
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以下のように接続します。
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コントロールボックス内の配置と電源結線例
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本コントロールボックス内には、 TOBIRA基板最大2枚と、電気錠コントローラーを配置可能です。
電源および電源インタフェースおよび TOBIRA基板1枚の結線例を示します。
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テンキーリーダーと ACS基板の接続
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D-0(DAT)、 D-1(CLK)
それぞれに 1KΩの抵抗を追加
下さい。
リーダー 2台目も同じです。

PoE/外部電源での給電切り替えは、
ジャンパスイッチで行います。
デフォルトは PoE給電です。
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機器設置概要
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コントロールボックス設置例
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リーダ設置例
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左： FAV HOTEL広島スタジアム
右： FAV HOTEL両国
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注意事項①： 自動ドアセンサー連動について
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RemoteLOCK のTOBIRAは、無電圧 a接点で自動ドアを制御します。 RemoteLOCK クラウド管理画面の
オートロックの設定時間分 make し続けます。
対して自動ドア側の無電圧 a接点制御では下記で制御を受け付けます。設置施工時には起動センサーの
ON/OFF側に接続ください。
※スケジュール設定を、自動ドア側ではなく RemoteLOCK 側から全て行うためです。

● 起動センサー ON/OFF
● 自動ドア自体の開 /閉制御
参照： https://nabco.nabtesco.com/automatic -door/structure/

上記を前提として TOBIRAのリーダーで認証する場合の自動ドアの連動時の振る舞いを示します。

# 連動トリガ 認証OK時 認証NG時 カギの開閉スケジュール

1 起動センサー ・起動センサーが、設
定画面の指定秒数ONに
なる

・起動センサー (人感な
ど )が検知するとドアが
開く

・起動センサーは OFFの
ままであり、起動セン
サー検知域に入ってもド
アは開かない

07:00 起動センサー (人感など )が常に
ON
→認証不要
08:00 起動センサー (人感センサーは常
にOFF
→認証したら、起動センサーに従って
ドアが開く

2 ドアの開閉 ・ドア自体が開く ・ドア自体閉じたまま 07:00 ドア自体が開いたままとなる
→認証不要
08:00 ドア自体が閉じる
→認証したらドア自体が開く

https://nabco.nabtesco.com/automatic-door/structure/
https://nabco.nabtesco.com/automatic-door/structure/
https://nabco.nabtesco.com/automatic-door/structure/
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注意事項②：電気錠制御盤 (BAN -DS1) との接続
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RemoteLOCK のTOBIRAは、無電圧 a接点で自動ドアを制御します。 RemoteLOCK クラウド管理画面の
オートロックの設定時間分 make し続けます。
対して電気錠制御盤で制御するにはタイマー入力端子に接続します。美和ロック（ MIWA ）様の 2線式電
気錠制御盤「 BAN-DS1」の例を示します。外部のスイッチやタイマー機器からこの端子に信号を送るこ
とで、電気錠を連続解錠状態に保つことができます。仕様と接続については以下の通りです。美和ロック
株式会社 BAN-DS1 仕様書（株式会社アイデンティクサービス Web サイトより参照）  から引用します。
https://www.identicservice.com/pdf/BAN -DS1.pdf

● 連続解錠（タイマー入力）の仕様
● 対象の端子台: タイマー入力端子（青色）
● 入力信号: 無電圧a接点（連続入力）  または  無電圧b接点
● 接点容量: DC27V 0.1A以上

タイマー入力端
子にTOBIRAのA

接点端子と接続
します。

https://www.identicservice.com/pdf/BAN-DS1.pdf
https://www.identicservice.com/pdf/BAN-DS1.pdf
https://www.identicservice.com/pdf/BAN-DS1.pdf
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注意事項：認証操作時の振る舞いについて
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TOBIRAはA接点動作をします。 https://detail -infomation.com/relay -contact/#google_vignette
認証操作時の振る舞いについて RemoteLOCK クラウドからの制御も含め一覧で示します。

# 認証操作内容 解錠時動作 オートロック 備考

1 スライダー操作
(解錠/施錠)

「注意事項：自動ドアセ
ンサー連動について」
シート参照

オートロックしない。
スライダー操作で施錠が必
要。

NW 切断時は機能しない。

2 一時解錠ボタン
操作

解錠(振る舞いは同上 ) 画面の設定値に従いオート
ロック

NW 切断時は機能しない。

3 URL解錠 解錠(振る舞いは同上 ) 10秒(※)でNW 経由で施錠 NW 切断時は機能しない。
※SADIOT ROOMは20秒

4 Credential(PIN/
FeliCA/QR)で認
証OK

解錠(振る舞いは同上） 画面の設定値に従いオート
ロック (オートロックスケ
ジュール含む )。

NW 切断時も機能する。ただし
イベントは RLクラウドまで到
達しない。

5 カギの開閉ケ
ジュール

解錠(振る舞いは同上） 画面の設定値に従いオート
ロック (オートロックスケ
ジュール含む )。

NW 切断時は機能しない。
ただしオートロックは機能す
る。

https://detail-infomation.com/relay-contact/#google_vignette
https://detail-infomation.com/relay-contact/#google_vignette
https://detail-infomation.com/relay-contact/#google_vignette
https://detail-infomation.com/relay-contact/#google_vignette
https://detail-infomation.com/relay-contact/#google_vignette
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注意事項： EV各階制御について①

18

各階制御が不要であればLP1501 のみで施工可能。
各階制御が必要な場合は、 LP1501→MR16OUT -S3で接続する。
リーダと基盤間の配線（規格： CPEV）は 100m くらいまで 問題ないが、
それ以上は中継/増幅のための部材が必要となる。
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注意事項： EV各階制御について②
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EV制御工事区分・配線種類は下記の通り

コンバータ

コンバータ

通線距離が長い場
合は、コンバータ
を制御盤、テン
キー側に１セット

入れる
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注意事項： EV各階制御について ③
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EV制御概念は下記の通り
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注意事項： EV各階制御について④
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注意事項： EV各階制御ついて⑤
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必要部材 制御フロア数 通線距離 設置例 備考

TOBIRA(LP1501) 2フロアまで 100m まで パターン①
パターン②

EV制御の場合は1リーダ 2
フロアまで制御可能

＋MR16out 3-18フロアまで 100m まで パターン③ 複数枚拡張可能

＋コンバータ
セット
(2030&2031)

ー 100m を超える場合 パターン①
パターン②
パターン②

TOBIRA基板からテンキー
リーダまでの距離

必要な部材の構成は以下の通り
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